
（１）県立全日制高校の学区　（概要：平成１７年度）

○ 普通科 ○ 専門学科 （職業系）

全県 東 西 「地域」の設定 全県 東 西

安来 普通 ○ 安来市 生物生産 ○

松江北 普通 ○ 松江市、東出雲町 環境土木 ○

松江南 普通 ○ 植物科学 ○

松江東 普通 ○ 環境科学 ○

大東 普通 ○ 食品科学 ○

横田 普通 ○ 動物科学 ○

三刀屋 矢上 産業技術 ○

 掛合分校 生物生産工学 ○

飯南 普通 ○ 環境土木 ○

平田 普通 ○ 機械 ○

出雲 普通 ○ 出雲市（旧平田市除く）、斐川町 電気　　　　　※ ○

大社 普通 ○ 電子 ○

佐田分校 普通 ○ 情報技術 ○

大田 普通 ○ 大田市、出雲市多伎町 電子機械 ○

川本 普通 ○ 建築 ○

邑智 普通 ○ 土木 ○

矢上 普通 ○ 機械 ○

江津 普通 ○ 電気　　　　　※ ○

浜田 普通 ○ 浜田市 電子機械 ○

今市分校 普通 ○ 建築 ○

益田 普通 ○ 益田市 環境システム ○

吉賀 普通 ○ 機械 ○

津和野 普通 ○ 建築 ○

隠岐 普通 ○ 総合電気 ○

隠岐島前 普通 ○ 電気　　　　　※ ○

電子機械 ○

●東西学区　…学区外からの入学を定員の５％以内に制限 情報処理 ○

●地域設定　…地域外からの入学を定員の８％以内に制限 マルチメディア ○

　（学区外５％を含めて８％以内） 情報システム ○

商業 ○

○ 総合学科 情報処理 ○

国際ビジネス ○

全県 東 西 備　　　考 商業 ○

松江農 総合 ○ 国際経済 ○

三刀屋 総合 ○ 情報処理 ○

邇摩 総合 ○ 商業 ○

益田産 総合 ○ 国際情報ビジネス ○

情報処理 ○

隠岐 商業 ○

○ 専門学科 （普通系） 海洋技術 ○

食品流通 ○

全県 東 西 備　　　考 海洋システム ○

松江北 理数 ○ 旧松江市内は、大橋川以北 海洋生産 ○

松江南 理数 ○ 旧松江市内は、大橋川以南

出雲 理数 ○

大田 理数 ○

浜田 理数 ○

益田 理数 ○

大社 体育 ○

江津 英語 ○
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普通 ○

学科

学科

＊市町村名は合併後の新しい枠組みで記載

学校名

学　　区

学　　区

※平成１８年度、益田翔陽高校の開校（益田
産・益田工の統合）にあわせ、電気科はすべて
全県学区へ移行の予定。

学校名

浜田水

松江商

浜田商

　　（平成１７年度末見込み）

学校名 学校名
大
学
科

隠岐水

学科

水
産

農
業

学科

→ さらにこの地域を３分割し、
高校ごとに小学区を設定。

学　区学　　区

出雲農

松江農

益田産

商
業

情報科学

松江工

出雲工

工
業

益田工

出雲商

江津工

資料２
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－ －（２）学区の変遷 松江３校と「地域」設定校を中心に

松江３校 「地域」設定校と地域外入学枠など年度

●松江高校 【 学区制導入 ＝ 全高校に学区（小学区）を設定 】Ｓ２５
（ 学区外入学枠の導入：S31…５％ → S39…10%）小学区…松江市・八束郡

●松江北・松江南高校開校Ｓ３６

★ 松江北・松江南２校の市内限定小学区スタート松江市に居住する者が、市内の普通
科を志願する場合、
大橋川以北 → 松江北
大橋川以南 → 松江南

【 大学区制への移行 ＝ 東西２学区制 】Ｓ４０ 出雲・隠岐４市１０郡（県東部全域）を

・普通科、専門学科ともに東西２学区を基本とする通学区域とする。

（学区外入学枠は５％）ただし、東西２学区化の中、松江北・

（S25より） （S38より）南２校のみ、松江市内の小学区を継続。 ・全県学区…水産 、家政・女子経済
（一部の農業系、工業系学科にも全県学区あり）

松江市に居住する者が、市内の普通Ｓ４４

※その後、専門学科は徐々に全県学区へ移行。科及び理数科を志願する場合、

また、新設学科のほとんどは全県学区。大橋川以北 → 松江北
大橋川以南 → 松江南（理数科新設）

【 「地域」設定スタート 】Ｓ４８
下記 の全日制普通科は、 を、定員３校 地域外からの合格者

のおおむね （学区外からの合格者を含む）に制限。１５％以内

校 名 地 域 校 名 地 域
同 上

松江北 松江市、八束郡 浜 田 浜田市、那賀郡

松江南 松江市、八束郡

下記 の全日制普通科は、 を、定員Ｓ４９ ４校 地域外からの合格者
のおおむね （学区外からの合格者を含む）に制限。１５％以内

校 名 地 域 校 名 地 域
同 上

安 来 安来市、能義郡 松江南 松江市、八束郡

松江北 松江市、八束郡 浜 田 浜田市、那賀郡

下記 の全日制普通科は、 を、定員Ｓ５０ ７校 地域外からの合格者
のおおむね （学区外からの合格者を含む）に制限。１０％以内

校 名 地 域 校 名 地 域

安 来 安来市、能義郡 大田市、邇摩郡、
同 上 大 田 簸川郡（多伎町に

松江北 限る）
松江市、八束郡

松江南 浜 田 浜田市、那賀郡

出 雲 出雲市、簸川郡 益 田 益田市、美濃郡
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松江３校 「地域」設定校と、地域外からの入学枠年度

下記 の全日制普通科は、 を、定員Ｓ５６ ７校 地域外からの合格者
のおおむね （学区外からの合格者を含む）に制限。８％以内

校 名 地 域 校 名 地 域

安 来 安来市、能義郡 大田市、邇摩郡、
同 上 大 田 簸川郡（多伎町に

松江北 限る）
松江市、八束郡

松江南 浜 田 浜田市、那賀郡

出 雲 出雲市、簸川郡 益 田 益田市、美濃郡

●松江東高校開校Ｓ５８
ア．松江市および八束郡の居住者が、 下記 の全日制普通科は、地域外からの合格者を、定員８校
松江市内の普通科を志願する場合、 のおおむね （学区外からの合格者を含む）に制限。８％以内
保護者の居住地により出願校を決定。

校 名 地 域 校 名 地 域
保護者の居住地

校 名
（各中学校区） 安 来 安来市、能義郡 出 雲 出雲市、簸川郡

松江一、松江三、古江、 松江北 大田市、邇摩郡
松江北

秋鹿、大野、鹿島 大 田 簸川郡
松江南 松江市、八束郡 （多伎町に限る）

湖南、松江四（うち古志
松江南 原小校区）、東出雲、八 松江東 浜 田 浜田市、那賀郡

雲、玉湯、宍道
益 田 益田市、美濃郡

松江二、松江四（古志原
小校区を除く）、本庄、

松江東
島根、野波、八束、美保
関南、美保関北

イ．松江市に居住する者が、松江市内の
理数科を志願する場合、
大橋川以北 → 松江北
大橋川以南 → 松江南

※中学校の統廃合があったが、普通科・ ※上記の枠組みを継続Ｓ５９

＊新たな市町村の枠組み（Ｈ１７年度末見込）で示すと…理数科とも上記の枠組みを継続。

〔平成１７年度：普通科の学区〕

～

校 名 地 域 校 名 地 域
保護者の居住地Ｈ１７

安 来 安来市 出雲市（旧平田
松江北 松江一、松江三、湖北、鹿島 出 雲 市を除く）、

松江北 簸川郡斐川町
湖南、松江四 古志原小 松江市、（うち

松江南 、湖東 大庭小 、 松江南 八束郡東出雲町 大田市、校区） （うち 校区）
大 田

八雲、玉湯、宍道、東出雲 出雲市多伎町
松江東

松江二、松江四 津田小 浜 田 浜田市（うち

松江東 、湖東 竹矢小 、校区） （うち 校区）

本庄、島根、八束、美保関 益 田 益田市



 ※地行法改正（H13.7公布、H14.1施行）を受けての動き ※2005年8月現在把握分

H17 学区外からの入学許容率
学区数 撤廃

方向
拡大
方向

方向
未定

／ 変更までの流れ　など

1 北海道 26 55→26 H17 ○
 5・10・20%、３学級以下校は50%。今後さらに札幌圏内の
８学区を撤廃し、19学区とする予定。

2 青森 1  6→ 1 H17 了  H16.1入選協報告 → 意見募集 → H16.6方針決定 

3 岩手 8 19→ 8 H16 了  10%

4 宮城 5 ( 8→ 5) (H13) ○  3% ／ H13に拡大、さらにH17.7審議会に諮問予定

5 秋田 1  3→ 1 H17 了  （３学区時代は学区外枠なし）

6 山形 3 ◎  なし　

7 福島 8 ○  隣接3%、特定地域 8% ／ H17審議会へ諮問予定

8 茨城 5  7→ 1 H18 了  隣接 30% ／ H17.7 協議会報告・方針決定（見込）　  

9 栃木 7   25%　　ただし無制限の地域あり

10 群馬 8  8→ 1 H19 了   原則20%　一部 5・10%地域及び無制限地域あり

11 埼玉 1  8→ 1 H16 了  （８学区時代は隣接 45%、一部制限なし）

12 千葉 9 (12→ 9) (H12) （了） ○  隣接は無制限　（H12に学区拡大済み）

13 東京 1  14→ 1 H15 了  H13.7答申　　H13.9方針決定

14 神奈川 1  18→ 1 H17 了  （18学区時代はH12まで8%、H13より25%に緩和）.

15 新潟 8 (10→ 8) (H13) ○  隣接15・20・25%　／ H13に学区拡大、さらに検討中

16 富山 4 ◎  隣接は無制限

17 石川 1  3→ 1 H17 了  H15.9検討会設置　→ H16.3方針決定

18 福井 1  4→ 1 H16 了  H14.8答申　H16より学区・福井市２校の総選を廃止

19 山梨 11  11→ 1 H19 了  5%　●総合選抜実施中 ／ 答申はH19学区・総選撤廃

20 長野 12 12→ 4 H16 了  隣接は無制限　（H14.5方針決定→H16拡大）

21 岐阜 6
隣接への
制限緩和

(H14) （了） △
 H14より特色化選抜（定員の10～20%）を導入し隣接学区
へ受験可能に ／ 今後の検討については未定

22 静岡 10 （1）
実質的
に撤廃

H15
 ＊H15より前期＝全県無制限、後期＝隣接無制限。した
がって、実質的には全県１学区に近い。

23 愛知 2 ◎  調整地域あり

24 三重 3
隣接への
制限撤廃

H16  H13「基本計画」に学区撤廃を盛り込む。しかしH16撤廃
の方針は見送り、隣接無制限に（従来は隣接5～15%）

25 滋賀 6  6→ 1 H18 了  検討委 H15.6～H16.6答申 → H16.11方針決定

26 京都 8  9→ 8 H16 ○  一部校で他学区からも入学可（府北部では率を制限）

27 大阪 9 ○  検討委 H16.6～H17.5答申…４学区への拡大を提言

28 兵庫 17 17→16 H17 ○  ●明石など南部５市で総合選抜実施中

29 奈良 2 ◎

30 和歌山 1  9→ 1 H15 了
 (教育協議会H10～H12.3学区自由化を提言　以降、庁
内で検討→ 法改正に遭遇 → H14.5 撤廃方針決定

31 鳥取 3  なし ／ 教育審議会で検討予定　

2  東西２学区５％、さらに８校に小学区を設け８％に制限　

(実質10) ●ただし、松江市在住者は完全小学区。学区外枠なし。

33 岡山 6 (21→ 6) (H11) （了） ○  （H11学区拡大にあわせ岡山・倉敷市の総選廃止）

34 広島 6  6→ 1 H18 15→ 6 H15 了  （H10総選廃止） H15拡大 → H17.5 方針決定

35 山口 7 (26→ 7) (H14) （了） ○  5%、10%、30%

36 徳島 3 総選廃止 H16 了  H16徳島市内の総合選抜廃止　　学区外枠は8%

37 香川 2  2→ 1 H19 了  検討委H16.6～H17.7報告「撤廃」 → 意見募集中 

38 愛媛 3 ◎  5%

39 高知 4 ○
 H18より学区外6.65or3.8%→10%の方向で意見募集中
／　その他県全体の学区はH18以降に検討予定

40 福岡 14 15→14 H15 ○
 調整地域あり ／ 再編に伴う学区統合は継続（H19に13
学区の予定）。ただし抜本的見直しの予定なし。

41 佐賀 4 ◎  20%

42 長崎 7  32→ 7 H15 了  7%　調整区域あり　／　H15学区拡大に併せ総選廃止

43 熊本 8 ◎  5%　調整区域あり

44 大分 12  6→ 1 H20  12→ 6 H18 了  7%、3%、1% ／  H18に拡大、H20に撤廃

45 宮崎 10 総選廃止 H15 ○  5%、10%、30% ／ H15総選廃止、今年度から検討開始

46 鹿児島 12 ○  なし ／ 今年度から外部委員会による検討開始

47 沖縄 7  36→ 7 H17 了  10%　（従来は高校ごとに学区を設定）

－ ４ －

撤廃８ (＋１)、予定７ 拡大13 （H11～を含めると19）県数 →

（３）都道府県立高校　全日制普通科の学区に関する変更・検討状況　（平成１５年度～）

◎ H11以降の変更なし、今後の検討予定もなし ＝ ７県

○32 島根

変更・
検討予
定なし

都道府
県名

拡大
撤廃及び

撤廃予定

○

検討中・検討予定

○

了

了


